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１．研究計画の概要
本研究の目的は、ウェーブレットによる多

重線形カルデロン-ジグムント作用素の理論
の構築とその応用である。特に多重線形カル
デロンジグムント作用素の重み付き関数空
間あるいはトリーベル-リゾルキン空間にお
ける有界性について調べ、その結果を用いて
正則性の仮定を緩めた解析の諸問題への応
用を研究する。

２．研究の進捗状況
多重線形作用素の例として、多重線形擬微

分作用素の研究を行った。特に幾つかのヒル
ベルト空間の積空間上において、多重線形擬
微分作用素がシャッテン-フォンノイマンク
ラスに属するための、表象の条件を求めた。
この研究には、研究代表者が以前研究してい
た擬微分作用素の特異値の評価において用
いた手法、すなわちウィルソン基底やガボー
ルフレームの理論が用いられる。これにより、
作用素の表象の遠方での減少の様子を調べ
ることにより、作用素の属するクラスを判定
できる。また関連して通常の擬微分作用素の
特異値の評価も研究し、作用素がデクスミエ
クラスに属するための表象の条件を得た。こ
れはコンヌの非可換幾何学における量子化
との関連から、興味深い結果である。

また本研究においては、重み付きヘルツ空
間のウェーブレットによる特徴付けを与え
た。同様の重み付きヘルツ空間についてのベ
クトル値型不等式については、Tang-Yang の
結果があるが、彼らの結果には誤りがある。
そこで本研究では、彼らの結果を修正した形
で、重み付きヘルツ空間のウェーブレットに
よる特徴付けを与えた。

またさらに重み付き Lp 空間のウェーブレ

ットによる特徴付けを用いて、ベッセルポテ
ンシャルに関する Sobolev-Lieb-Thirring 不
等式を証明した。この証明で用いられる手法
は、通常のウェーブレットによる関数空間の
特徴付けだけではなく、スケーリング関数も
同時に用いる形のものである。

３．現在までの達成度
③やや遅れている。

（理由）
多重線形作用素の例としての多重線形擬微
分作用素の研究に時間をとられ、本来の目的
である多重線形カルデロン-ジグムント作用
素の研究が、まだ十分に進展していない。

４．今後の研究の推進方策
今後は多重線形カルデロン-ジグムント作

用素の研究を重点的に行い、様々な重み付き
関数空間における作用素の有界性や、高次交
換子の有界性への応用、あるいは加藤のスク
エアルート問題への応用などを研究する。
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